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2020.12.15 りそなアジア・オセアニア財団第 37 回セミナー（於：ウェスティンホテル大阪） 

第３部パネルディスカッション講演録 

 

「ヘルスコミュニケーションの重要性を考える」 
 

パネリスト      塩野義製薬株式会社 代表取締役社長  手代木 功 

大阪大学 CO デザインセンター センター長 池田 光穂 

コーディネーター  新産業文化創出研究所 代表取締役所長 廣常 啓一 

 

 

（廣常） 手代木社長、池田先生、ご講演ありがとうございまし

た。それではこれより、私のほうでディスカッションを進めさせて

いただきます。最初に、会場からお一人ずつ質問がきていま

すので、お応えいただきたいと思います。まず手代木社長へ

の質問ですが、「今回のコロナ禍で、医療、検査の DIY 化が進

みました。検査がこれから自らチェックするような時代になって

くると、企業の経営方法も変わってくるのではないでしょうか。

どのようにお考えになっておられますか」というご質問です。手

代木社長、よろしくお願い致します。 

 

（手代木） 有難うございます。二つの切り口があると思います。

一つは感染症の場合が多いのですが、検査の正確性がどの

程度か、完成度がどの程度のものかということです。COVID-

19 に関して言えば、PCR 検査、および唾液による抗原検査が

随分普及をし始めていますが、検体を所定の採取方法で行っ

たとしても陽性か陰性の判断の正確性は１００％ではないと思

います。従いまして、医師会の先生方が、かかりつけ医の最終

的な判断がないと危険度が大きいと言うのは、その検査結果

が診断に足りうるものではないということだからです。そういった

意味から、キットの進化と疾患の種類によって考え方が違って

きます。例えば今回の COVID-19 であれば、今日が陰性であ

っても明日は陽性ということが残念ながらありえてしまいます。

そうなると、企業側から従業員に対して今日陰性だったから大

丈夫と判断するのは中々難しいところです。従って、会社機能

をどう守っていくかという観点に立って、COVID-19 の場合で

は、感染予防のイロハが十分備わっている従業員に対して、

現時点での陰性や陽性の情報に基づき、どのように守っていく

かだと思います。インフルエンザの検査キットが何故まだ薬局

で販売されていないかと言いますと、鼻のかなり奥から検体を

採取しないと正確な検査ができないためで、現時点では医師

や看護師による検査が必要ということです。もう少し精度があが

ってくると、インフルエンザの場合、キットがあり、ワクチンがあり、

治療薬もあるということで、随分ご安心いただけると思います。

これが COVID-19 では、ワクチンは始まったばかり、治療薬は

綺麗にウイルスが減少するものがまだない、診断薬を含めてト

ータルで見た時に、仮に診断薬のみが進んでも何とかなるとい

うものではないと思います。妊娠検査薬のようなものは相当精

度が上がっており、薬局で購入されたもので調べることはそれ

なりに意味があることと思いますが、こと感染症に関しては、現

時点で会社としては相当慎重な検討が必要なのかと思います。 

 

（廣常） 有難うございます。まさにこの後の議論のテーマにも

なりますが、検査の自己診断においても、それぞれの方の持っ

ておられるリテラシーやその背景にある情報、そのあとの行動

に対しての指針みたいなものが理解できていないと、いくら

DIY 的な簡易なキットができたとしても、あまり役に立たなくなっ

てしまうということですね。 

 

（手代木） そう思います。本当にリスクと隣り合わせになりかね

ないと思います。 

 

（廣常） 有難うございます。もう一つの質問は、池田先生への

ものです。「コロナへの現在政府の打ち出している対策や情報

に、池田先生のおっしゃる哲学的な香りが感じられない。それ

に対して、どう思われますか」というご質問です。池田先生よろ

しくお願いします。 

 

（池田） 有難うございます。中々難しい問題かと思います。現

在政府の施策に哲学がないとのご指摘ですが、哲学がないの

がダメということではなく、何故哲学がないかということを考えて

みたいと思います。いずれにせよ、現在は未曽有の世界規模

の混乱があります。日本も当初は政府の専門家委員会に対し

て比較的共同歩調をとっていましたが、特に Go To Travel 以

降は、様々な個人的見解や委員会意見がアナウンスされ、

我々もまた同じような混乱を感じるようになりました。状況が流

動的であるにも拘らず、経済の側が逼迫してきたので、政府の
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人たちへある意味 COVID-19 への慣れの問題、認識論上の

膠着、混乱が生じているのだと思います。それが、なかなか哲

学へ結びつかない。私自身は COVID-19 が流行する以前か

ら哲学が必要であると言ってきたので一貫性があると思われる

かもしれませんが、もし私が委員に任命され政策を担えば、同

じようなトーンで話すかもしれません。これは、どんな疾病対策、

経済対策でもそうですが、政策にはモーメント、一度動き出し

たら一定期間実施してみないと結果は分からないという経験則

があります。哲学は、そういうプロセスを経て後知恵により生ま

れてくるものかもしれません。政策モーメントが原因で、哲学と

いうのがまだ生まれてきていないのではないかと思います。 

とは言っても、すでに１年経過しています。政府にもいろい

ろな人がいるわけで、いい意味での政策提言のためのロビー

活動というものが、日本の社会の中でも COVID-19 対策にお

いても必要なのかもしれません。そういったことを実現するには、

やはり教養力、コミュニケーション力、デザイン力を持った次世

代の育成が重要です。哲学を骨太く持ってくれる逞しい次世

代、将来政策を立案する若い人を育てるため、皆さま方へは

学校教育の現場に入ってきていただき、サジェスチョンやサポ

ートをいただきたいと思います。特に、社会実装力が重要で、

行動できる人材づくりにご協力いただきたいと思います。 

 

（廣常） 有難うございました。哲学のほうは、この機会に政府、

もしくは我々社会においてこれから作っていくと考えてよろしい

ですね。ご指摘のとおり若い子供の時代から哲学に対応でき

るための準備をすることは、今回であればヘルスコミュニケー

ションや教育リテラシーの範疇ですが、そういった話に繋がると

思いますので、ディスカッションで深めていきたいと思います。 

それでは、本題のディスカッション「ヘルスコミュニケーション

の重要性を考える」に移ります。まず私から、テーマについて

の問題提起をさせていただきます。 

 

 

 

 

 

 

それでは最初に手代木社長へ、お伺いしたいと思います。

様々なステークホルダーとの対話が重要だということで、先ほ

どのご講演では、株主、従業員、お客様、そこへ社会というも

のを加えて、２５％ずつの配分で様々な対話をされているとの

お話しでした。現在社会に対してのコミュニケーション（対話）と

いうことで、具体的にどういうことを実践され、どういうことが重要

だとお考えでしょうか。 
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（手代木） はい。会社からすると、社会との対話は本当に難し

い部分です。例えば、私どもの会社は発達障がいの薬も取り

扱っており、若手社員が休日に ADHD のお子さまを持つお母

さまの会や教師の会の皆さまと協力して、運動会の準備やお

話しをしたりしていますが、どうしても薬を売るためにやってい

るのではと思われてしまいます。あるいは感染症に関して、下

水の中から菌やウイルスが採取できないかというプロジェクトを

国と組んで行っています。特に会社として儲かるわけではあり

ませんが、下水を見ることでウイルスの流行が把握できるので

あれば、少し前に準備をしておけば蔓延させずに済むかもし

れません。するとある株主から、「そんなことをやると感染症が

流行らないから、会社は儲からないだろう」と言われたことがあ

ります。もちろん、病気に罹った時に薬を提供するのは私ども

の役目ですが、病気に罹らなくすることにも貢献しなければい

けないのです。そういったところで、若い方々と話しをしたり、

活動について NGO の方々とお話ししたりすることへ時間を使

っています。 

また、製薬業界では当たり前のように話していることが、もし

かすると一般の方々に伝わっていないかもしれない、別の意

味で伝わっているかもしれないということを結構大事な事と認

識しています。そういうことから、現在、大阪商工会議所の副会

頭をさせていただいておりますので、私どものやっていることを

経営者の方々に見ていただき、ご意見をいただいています。

ヘルスケアに携わっていない方々が、ヘルスケアに対してどう

いった期待をされているのか、あるいはどういう言葉で話してほ

しいと思っているのかを学ばせていただくことは、社会という私

のプライオリティの中では、活動の一つと考えております。 

 

（廣常） 有難うございます。今のお話しでは、企業の専門家で

あっても、特定の業界の専門用語が通じないことがあるというこ

とでしょうか。 

 

（手代木） 私どもの会社では、誰が聞いていても分かるように

説明できる能力がないと、本当の専門家ではないと考えていま

す。聞いておられる方がどういう立場の方であるかを鑑みて、

ご理解いただけるように話しをすることが本当のコミュニケーシ

ョンだと思います。 

 

（廣常） 有難うございます。そうするとそのようなコミュニケーシ

ョンは、社会貢献だけではなく今後新たな事業パートナーを獲

得するうえにおいても、重要な要素になってきますね。 

 

（手代木） 勿論です。 

 

（廣常） 有難うございました。コミュニケーションはまず分かり

やすく伝えるということが重要になりますが、池田先生からお話

しいただきましたデザインといいますか、コミュニケーションに

おけるデザイン、つまり様々な技術も大事だと思っています。こ

れからはクリエイター、ジャーナリスト、メディアなど情報を伝達

していただく方々に対して、情報を正しく理解していただくこと

が極めて重要になってきますが、こういったクリエイターの育成

や、情報発信力をもった方々とのコラボレーションに関して、

CO デザインセンターで取組んでこられた中で、参考になるよう

なお話や、お考えをお聞かせいただけますでしょうか。 

 

（池田） 有難うございます。コラボレーションは、個人と個人の

間、地域社会の間、国と国との間など様々ありますが、コラボレ

ーションの強度に関しては、with コロナ、ポストコロナの時代に

おいては今までとは違う局面が出てくる可能性があると思いま

す。これまではリアルな商品、形のあるものをどれだけ販路を

広げるかが至上命題でありましたが、これからは情報とリアルな

商品を結びつける、従来型ビジネスとは違う感性を持つ若い

人たちの育成が重要になってくると思います。従来のコラボレ

ーションというのはボランティアワークのように、自分が持ってい

る様々な営利能力を削ぐというふうに見做されてきたものが、

いまや with コロナ、ポストコロナの時代は、本当に人と人がガ

チで真剣にコラボしないと、この困難は乗り越えられないとの

共通の危機意識があるので、逆に言えば共通の希望の意識も

生まれてくるのではないかと思います。その中で希望を伝えて

いくためには、信頼感であるとか、あるいは人間性など、人的

な要素が非常に重要になってくると思います。もう一つは、相

反するかもしれませんが、異文化間のコミュニケーション力、手

前みそになるかもしれませんが、大阪大学には外国語学部と

いう、かつての大阪外国語大学の伝統があり、２５の言語を教

育しているリソースがあります。アジアに関する言語が東京外

国語大学に比べて強いという特色をもっていますので、在阪

企業さまと協力させていただければと思います。 

 

（廣常） 有難うございます。そうすると海外、異文化の地域へ

新たに進出しようとすると、先ほどのように信頼関係が必要だし、

その企業がもつ哲学もそうだし、持っている製品やサービスの

丁寧な説明というのが、進出する国やパートナーに必要だと思

われるのですが、手代木社長、海外展開が当初遅れて、今は

一気に海外とのパートナーシップもお考えだということですが、

そのような思想的なこと、哲学的なこと、それから製品商品に

対する丁寧な説明ということも、結構重要なことなのでしょうか。 

 

（手代木） はい。少し話が飛んでいるかもしれませんが、私ど

もはＤ＆Ｉ（Diversity ＆ Inclusion）を大事にしておりまして、違

うことへのワクワク感がなければかなり難しいと思います。どうし
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ても自分たちの価値の押し付けになってしまうと、相手もそれ

を敏感に感じます。弊社の副社長は女性ですが、私と同じ研

究開発出身で、二人で話していると考え方が似ていて全然ダ

イバーシティではありません。つまり、女性だからダイバーシテ

ィだとか、外国人だからダイバーシティという訳ではなく、同じ

男性でも全く違う背景と経験を持っている人たちは物の見方が

違う訳で、「これは気付かなかったな」と多くのことを言ってもら

えるかということが、海外のパートナーさんと腹を割って話しが

できているということかと思います。そういう意味では、本当に

相手を理解したうえで、「違うからいいんだ」ということを心から

信じられる文化の会社でないと、あらゆる意味でのコラボレー

ションは難しいと思います。 

 

（廣常） 有難うございます。特に関西は、国際化を目指す医

療、創薬、ライフサイエンス、バイオ、様々なテーマのクラスタ

ーがどんどん作られています。日本のなかで、これだけのクラ

スターが集積、集中しているエリアは関西がダントツですが、Ｒ

＆Ｄ（Research and Development）研究開発型のクラスターもあ

れば、産業育成型クラスターもある。一方で、先ほどのようなク

ラスターが社会と対話するために情報発信をする、もしくはクラ

スターを構成する企業や研究機関がクラスターの機能や場所

を利用して、社会と対話するということがあまり無いと思ってい

ます。今後クラスターのようなものへ、ヘルスコミュニケーション

やソーシャルコミュニケーションが付加されていくには、どのよう

な展開が求められるかということを、お二人よりお聞きしたいと

思います。まず池田先生いかがでしょうか。 

 

（池田） 手代木社長のお話のなかで、Ｍ＆Ａで買収した海外

の会社の企業マインドが全然違っていたという話がございまし

たが、これからは日本の企業間においても、異文化との闘いが

必要になってくると思います。クラスター間のリンケージや発信

力を高めていくためには、異文化間コミュニケーションのマイン

ドセットが出来ている真のコラボレーターが必要になってくると

思います。企業そのものが異文化の衝突に対処できるように、

従業員全員へそのマインドセットすることが一種のレジリエンス

になると思います。それはかつての精神論、根性論のようなも

のではなく、相手が口角泡を飛ばしてきたときはジョークで相

手をクールダウンさせるようなコミュニケーション力、柔軟な発

想力かと思います。企業の現場でそれを身につけるのが困難

な場合は、是非大学とか大学院教育の場などを活用いただけ

ればどうでしょうか。企業の方々にも、是非講師としてお迎えし

たいと思います。そういう場でシミュレーションをして、企業に資

する人材をシームレスに育てるというのが、地域社会、市民社

会、あるいは関西におけるコラボレーションではないでしょうか。

理想論かもしれませんが、それを個別に実装していきたいと考

えております。 

（廣常） 有難うございます。では手代木社長お願いします。 

 

（手代木） はい。先ほど廣常さんがおっしゃった場の提供とい

うのがとても重要だと思っています。私どもがコロナの診断キッ

トを作るとなると、診断キットは大体こういう形だねというところか

ら入ってしまうのですが、それを使う患者さまからするとこんな

形ではないほうがいい、ユニバーサルデザイン的にはこうだと

いうものがあり、私どもは正確性や再現性を重視したいわけで

すが、それに拘りすぎると親しみを感じていただけない製品が

沢山できてしまいます。親身なコラボレーションを目指して今、

製品デザイナーという方と話をしておりますが、デザイナーの

方から「本当に何を達成したいかを教えて下さい」と言われて

います。こちら側のニーズを分かっていただかないと、向こう側

でデザインできない。しかしながら、その共有の場というのがな

かなか無くて困っています。クリエイターの方々とお話しさせて

いただく場の提供というものが、日常的にあることがとても大切

なのではないでしょうか。そういう意味では、若い方を含めて、

こういうことをやりたいというニーズは結構増えてきていると思い

ます。それらを具現化していくためにも、またコラボレーション

を実現していくためにも、まず素直に、お互いがエクステンショ

ンできる場が必要なのかなと思います。 

 

（廣常） 有難うございます。先日治験のコーディネートを行う

企業の方から、これまでは治験に関しての説明は、直接面談

して丁寧に説明してきたが、コロナ禍ではキットやバーチャル

的な情報コンテンツを作って出来る限り多くの方へ理解しても

らわないと、対面しながら説得するのは労力がいるという話を

伺いました。今後そのような情報コミュニケーションの手法も増

えていくことになり、医療リテラシーも高まり、誤診や誤った使

用方法を防止することができるようになると、健康医療の国民

レベルでの底上げ、もしくはリテラシーの高まりにより産業界も

押し上げてくれるという動きにならないでしょうか。 

 

（手代木） おそらくそのあたりは日本よりもアメリカ、ヨーロッパ

のほうが進んでいると思います。治験薬のインフォームドコンセ

ントなども、小学生の英語で使われる単語だけで全部作るよう

にしています。米国などでは、いろいろなバックグラウンド、もし

かするとネイティブランゲッジが英語でない人でも治験に入っ

てこられる中で、すっと読んで分かっていただけるような努力を

することが求められています。逆にそうすることで他の産業の

方々へもハードルが下がっていって、ご理解いただきやすくな

るのではないかと思います。 

 

（廣常） 有難うございます。時間がきましたので、まとめに入り
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たいと思います。今日はコロナをテーマに、コロナに関わる

様々な主体や関係者と社会とのヘルスコミュニケーション、特

に社会との対話、理解増進、合意形成、共創へと結び付くと言

われるソーシャルコミュニケーションについて議論させていた

だきました。少し情報提供になりますが、中之島に未来医療国

際拠点の開発が計画されており、社会との関係性をうまく進め

るためのクリエイターなどのコミュニケーション技術者とのコラボ

レーションや、未来医療ミュージアムと言われるリアルとバーチ

ャルの情報発信の社会的な機能の設置の構想も進んでおりま

す。さらに言うならば、２０２５年には、「いのち」がキーワードの

万博がございます。こういったところで、社会実験をさらに拡大

して国際的に情報発信することで、関西経済もしくは日本経済

の基盤を国際的にアピールすることに結びつけることができれ

ばいいかなと思っております。今日のテーマにつきましては、

今後も皆さま方と議論を深めていけたらと思います。本日はお

二方、どうもありがとうございました。 

（終了） 


